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明 る く 元 気 に の び の び と・・・

国分保育園は、 50年 4月、園児90名で開園した新しい保育園です。

園児たちは、西に八日堂で有名な国分寺、北にクヌギ林、南に「たんぽ」が広がる、自然に

富んだ環境で、夏はドジョウ、ゲンゴロウを捕ったり、冬は「タコ」上げにと、赤い三角屋

根のおとさの国のような園舎でとび回っています。 (国分保育園長)
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市民の動き

(10 J J 1円」札イ1)

( +203) 

(+ 96) 

(+ 107) 

世帯数 31，764世帯(+ 66) 

() 内は前月比です。

109，002人

53，089人

55，913人

総人口

男

女
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石井市長

身
近
な

上
岡
市
長
選
挙
終
る

任
期
満
了
に
伴
い
、
十
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
た
上
田
市
長
選
挙
は
、
即
日
開
票
の
結
果
、
石
井
泉
現
市
長
が
、

井
沢
二
三
さ
ん
(
無
所
属

・
新
)
を
破

η
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
石
井
市
長
は
、
小
泉
の
出
身
で
、
泉
田
村
長
、
市
議
会

識
長
な
ど
を
歴
任
、
四
十
八
年
+
一
月
の
市
長
選
挙
で
上
田
市
長
に
初
当
選
し
ま
し
た
。

石
井
市
長
は
、
今
ま
で
四
年
間
推
進
し
て
き
た
市
政
を
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
上
田
市
発
展
を
図
る
た
め
、
今
後
、

四
年
間
全
力
で
市
政
を
推
進
す
べ
く
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

石井現市長が再選

えつ_~ 754号 (貯錦織号)一一広報754号~

み
1 ん

六為

!加
入
し
ょ
っ

六
千
百
五
十
一
票
差
で

石
井
現
市
長
が
当
選

激しかった選挙戦を物語る得票速報板の数字

市
長
選
挙
は
、
十
月
十
三
日
に
告
示

さ
れ
、
現
職
の
石
井
泉
市
長
と
井
沢

二
三
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
保
守
、
革
新
団

体
の
推
薦
を
受
け
、
立
候
補
の
届
け
出

を
し
、
十
日
間
に
わ
た
る
激
し
い
選
挙

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

前
回
の
選
挙
と
同
じ
顔
ぶ
れ
で
行
わ

れ
た
市
長
選
挙
は
、
告
示
と
同
時
に
激

し
さ
を
加
、
ぇ
、
激
烈
な
選
挙
と
な
り
ま

し
た
が
、
開
票
の
結
果
、
四
年
間
の
実

績
が
評
価
さ
れ
、
ま
た
、
円
満
で
無
欲

の
人
柄
が
多
く
の
市
民
の
支
持
を
受
け

三
万
四
千
七
百
二
十
票
を
獲
得
、
井
沢

二
三
さ
ん
に
六
千
百
五
十
一
票
の
差
を

つ
け
て
、
石
井
現
市
長
が
当
選
し
ま
し

た。
選
挙
戦
の
激
し
さ
と
、
市
民
に
と

っ

て
故
も
身
近
な
選
挙
で
あ
っ
た
こ
と
が

投
票
結
果
に
も
表
れ
、
有
権
者
数
七
万

五
千
百
五
十
六
人
に
対
し
、
六
万
三
千

市長選挙投票者調

bR 選数の挙有(権当人者) 日 投票(人者)数 棄権(人者)数 投(票%率) 

男 35，450 29，556 5，894 83.37 

女 39，706 34，013 5，693 85.66 

計 75，156 63，569 11，587 84.58 

五
百
六
十
九
人
の
人
が
投
票
、
前
回
の

投
票
率
(
八
七

・
二
八
%
)
を
や
や
下

ま
わ

っ
た
も
の
の
、
八
四
・
五
八
%
と

高
い
投
票
率
を
示
し
ま
し
た
。

開
票
は
、
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
清

明
小
学
校
体
育
館
で
、
投
票
立
合
人
、

県
選
挙
管
理
委
員
会
の
見
守
る
中
で
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

開
票
を
で
き
る
だ
け
早
く
正
確
に
行

う
た
め
、
投
票
は
記
号
式
で
、
開
票
に

は
最
新
鋭
の
投
票
用
紙
枚
数
計
算
機
が

導
入
さ
れ
、
開
票
の
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ

が
図
ら
れ
ま
し
た
が
、
激
し
か
っ
た
選

挙
戦
を
反
映
し
て
、
開
票
後
か
ら
両
候

補
の
富
市
数
が
肩
を
並
べ
、
つ
め
か
け
た

両
派
の
関
係
者
を
緊
張
き
せ
ま
し
た
。

し
か
し
、
開
票
が
ス
ム
ー
ス
に
進
み

午
後
九
時
三
十
分
過
ぎ
に
、
石
井
泉

現
市
長
三
万
四
千
七
百
二
十
票
、
井
沢

二
三
さ
ん
二
万
八
千
五
百
六
十
九
票
と

両
候
補
の
最
終
得
票
数
が
確
定
、
激
し

か
っ
た
選
挙
に
終
止
符
が
打
た
れ
、
石

井
現
市
長
の
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。票計算には新鋭機を使用

い
る
商
府
で
す
か
加
入
で
き
ま
「
か

答
ー
が
末
、十
、
臨
時
、

川
ー
ト
る
と
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t第一

労
働
組
合
い
か
な
い
小
規
模
事
業
所
に

一

お
勤
め
の
皆
さ
ん
に
、
み
ん
な
が
力
を

観
念
せ
て
明
る
い
職
場
づ
く
り
と
、
生
活

叫
酬
の
安
定
を
図
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市

猛

は

「

上

国

山
勤
労
者
互
助
会
」
を
つ
く

駐
日
。

崎
明
り
開
放
助
し
て
い
ま
す
。

一

こ
の
互
助
会
は
、
現
在
、
百
六
十
一平

一

業
所
七
有
八
十
六
名
が
加
入
し
、
各
種

だ

共

済

金

の

給

付

(
年
約
百
二
十
件
、
約

百
十
五
万
円
、
左
表
)
、
生
活
資
金
(
最

高
五
十
万
円
)
、
住
宅
資
金
(
最
高
一

千
万
円
)
の
貸
付
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ

ン
と
し
て
の
パ
ス
ツ
ア

l
、
家
庭
医
薬

み
ん
な
加
入
し
よ
う

「
上
田
市
勤
労
者
互
助
会
」

生
活
資
金
五
十
万
円
、住
宅
資
金

一
千
万
円
貸
付

えつ一 (3)一一一一昭和52年 11月1日 広報

産院は

東大の関連病院

鬼原院長、宮田副

院長が診療

口
聞
を
年
一
回
頒
布
す
る
な
ど
の
事
業
を

行
い
、
小
規
模
事
業
所
に
勤
務
す
る
人

た
ち
の
福
利
厚
生
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

「
こ
ん
な
会
が
あ
る
の
を
知
ら
な
か

っ
た

:
:
:
」
「
名
前
は
聞
い
た
が
個
人

加
入
は
で
き
な
い
の
で
は
・
・
:・
」
な
ど

と
お
考
え
の
皆
さ
ん
、
気
軽
に
労
政
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

(
上
回
勤
労
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
宮
@
四
一

O
O
内
線

三

O
七
、
@
七
三
六
三
)

最
近
、
家
族
で
経
営
し
て
い
る
商
広

の
主
婦
の
方
か
ら
次
の
よ
う
な
ご
相
談

が
あ
り
ま
し
た
。

上
田
市
産
院
は
、
五
十
年
一
月
か

ら
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
関

連
病
院
と
し
て
診
療
が
行
わ
れ
、

現

在
、
鬼
原
勝
之
院
長
、
富
田
札
輔
副

院
長
の
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て

診
察
か
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

宮田副院長

投
票
結
果
に
も
表
れ
、
有
権
者
数
七
万

五
千
百
五
十
六
人
に
対
し
、
六
万
三
千

問

l
上
田
市
勤
労
者

E
助
会
に
つ
い

て
く
わ
し
く
知
り
た
い
の
で
す
が

。

窓口

l
市
が
市
民
福
祉
の
向
上
を
図
る

た
め
行
っ
て
い
る
事
業
の
一
つ
で
、
市

内
に
事
業
所
が
あ
り
、
労
働
組
合
の
な

い
小
規
模
事
業
所

(
会
社
、
工
場
、
事

務
所
、
商
庖
な
ど
)
に
働
く
人
た
ち
の

福
利
厚
生
の
増
進
を
図
る
た
め
に
つ
く

っ
た
会
で
す
。

4応義

レクリヱーションパスツア ーでの畳食風景

高
額
の
共
済
給
付
金

便
利
な
各
種
貸
付
制
度

問

1
ど
ん
な
事
業
を
行

っ
て
い
る
の

で
す
か
。

答

l
皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
る
会
伐
と

市
の
補
助
金
で
、
会
員
な
ど
が
死
亡
し

た
と
き
、
住
宅
が
災
害
を
受
け
た
と
き

そ
の
他
傷
病
、
結
婚
、
子
の
出
生
、
結

婚
祝
な
ど
の
場
合
、
左
表
の
よ
う
な
共

済
金
を
支
給
し
ま
す
し
、
子
弟
の
教
育

傷
病
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
生
活
に
必
要
な

資
金
を
一
人
五
十
万
円
ま
で
無
担
保
で

住
宅
資
金
と
し
て
一
人
一
千
万
円
ま
で

貸
出
し
ま
す
。
ま
た
、
別
所
相
染
問
、

わ
し
ば
山
荘
の
無
料
利
用
券
の
発
行
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
業
主
・
臨
時
・
パ

l
ト

以
外
は
加
入
で
き
ま
す

間

1
私
の
家
は
、
父
が
経
営
者
で
、

母
と
私
共
夫
婦
が
い

っ
し
ょ

に
働
い
て

土:JJ<、 I斉 ~.; 出 給イ寸傾円

4ヱエ2、 u l切，0∞
yI 同己 l偽 者 ω，0∞ 

子 20，0∞ 
亡ー 親 5，0∞ 

2親等までの同府家族火災による化亡 5，0∞ 
全焼、全壊 2∞，0∞ 

i主一部火災 半焼、半製 l∞，0∞ 
そ~乙 一部焼、 一部域 50，0∞ 

災訂u 地のに及袋ひ災よそ害、るの噴火他火災

全焼、全境、流失 日，0∞
半焼、半段、 25，0∞ 
一部焼、一音階、床上浸水 1，0∞ 

1菟 疾 日，0∞
休業14日以上 2，0∞ 

j~ 休業30日以上 5，0∞ 
病 休業90日以上 10，0∞ 

結 婚 15，0∞ 
子の出 J主 5，0∞ 

r-の比三字、小学校あるし、ij:9'e(o校入学時にl副 3.0∞ 
退職慰労金 (3年以上) 3，0∞ 
鍋婚祝(結婚同年)

#陶器婚祝(結婚20年) 3，0∞ 
m. 銀婚祝 (結婚2~手 ) 4.0∞ 

共済金給付額表

い
る
商
庖
で
す
が
加
入
で
き
ま
す
か
e

答

1
事
業
主
、
臨
時
、

パ
ー
ト
な
と

の
人
以
外
は
だ
れ
で
も
加
入

で
き
ま
す
。

共
済
金
は
、
会
以
一
人
一
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
の
で
、
家
族
く
る
み
、
事
業
所

ぐ
る
み
で
加
入
す
る
よ
う
お
勧
め
し
ま

す
。

(
例
、
夫
婦
で
加
入
し
子
が
生
ま

れ
る
と
、
父
親
、
母
親
へ
五
千
円
つ
つ

支
給
)

問
H
H
会
費
二
百
円
と
入
会
金
百
円
で

い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
行

っ
て
い

ま
す
が

赤
字
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

窓
口
H
H
会
伐
と
入
会
金
は
共
済
金
に
あ

て
ま
す
。
ほ
か
の
事
業
は
、
市
か
ら
の

補
助
金
で
ま
か
な
い
ま
す
。

市
は
、
労
働
者
の
た
め
の
福
利
厚
生

の
増
進
を
図
る
た
め
補
助
金
を
出
し
て

い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
労
働
組
合
の
な

い
事
業
所
へ
勤
め
て
い
る
人
は
、
こ
の

互
助
会
へ
入
会
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
恩
典
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け

で
す
。

問

1
大
変
良
い
会
だ
と
思
い
ま
す
が

加
入
手
続
き
や
会
費
の
納
入
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
の
で
す
か
。

答

l
入
会
届
と
同
時
に
入
会
金
行
円

を
そ
え
て
、
事
務
局
(
上
回
勤
労
者
悩

祉
セ
ン
タ
ー
内
労
政
課

)
へ

申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
毎
月
の
会
伐
の
納

入
は
、
直
接
事
務
局
か
口
座
振
替
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い

。

安
い
会
費
で
、
利
用
価
値
の
大
き
い

こ
の
会
へ
の
加
入
を
大
勢
の
皆
さ
ん
に

お
勧
め
く
だ
さ
い
。
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守
正申

じ

定期監査の結果公表

小池
多国

上田市監査委員

同

えつ_~ 754号 (窓鵠鋭綴喜)一一一広報

グラッときたら…・・・
地震への備えを万全にしよう

⑦ 

-第 754号、

主 た定期監査の結果に つ いて、次のとおり公表します。

宅 @監査の内容

老 昭和51年度における予算の執行、事務処理状況、契約お

主よ び工事の実地状況。

i 
商工課

補助事業に係る実航報告の早期提出を{足し、成果の確認

に努められたい。

労政課

特記事項なし 。

勤労青少年ホーム

施設等の

らオLた L、。

働く婦人の家

特記事項なし 。

観光課
点

王 新規購入の備品はその都度備品台帳に登載し、管理に造

3漏のないように配意されたい。

議
農林課

特 記事項なし 。

塩 固 有 線 放 送 所

原材料受払簿について、数'(の単位等は明確に記帳さ h

fこし、 。

音日

音日

ヨこ

政

商

農

可燃性危険物などの保管と点検整備

i泣近、家庭 内でも灯油、 ベ ン ジ ン 、 へ ア ー ス プ

レー、 食用油、殺虫剤、塗料類などの可燃性危険

物が多〈使われています。

これ らの可燃性危険物に引火して火災になった

例はたく さんあ りま すが、その多くは 、保管方法

や使用 万法が悪かったためです。

地震がおこると、これらの火災原因のほか、答

器が倒れたり、たなからおちたりして破損し、流

tL出た可燃性危険物に引火して火災カ、ひろがるお

それカ、あ りますので、日頃から次のことに注意し

て火災の防止に心ヵ、けましょっ 。

①可燃性危険物は倒れないようにし、とくに振動

しやすいた なに置くことはできるだけさけ、やむ

をえず置く ときは、必ず容器が落ちないようくふ

うしましょ っ。

②可燃性危険物は容器が倒れても中身が流れ出さ

ないようふたをきちんとしめてイ呆管しましょう 。

③可燃性危険物の保管場所を常に点検し、異常の

有無を確め ましょう 。

か
か
し
こ
い

消
費
者
に
な
ろ
う
4

あなたの国民年金

一課共済掛 金で特に固定化 している未収金については、制度

の理解を求め、努めて早期解消を図られたい。

また、未収 金整理簿は処理経過を明確に記入されたい。

耕地課、構造改善課

特記事項なし 。

s 
j 
4 
3 
京
子
孫
子
孫
手
提

言 水道料金、故障修理費等の未納者については、催告を強

E化 して納入の促進を図り、時効等による欠損処 分の未然防

3止に努められたい。

手 また、延納簿は処理経過を明確に記入整理されたい。

必
孫
子

5 
f. 
4 
3匹
ポ
メ
ヂ

上回!↑iで国民年金に加入し て いる人は、 26，133

人です。内訳は、強制加入者カ、17，570人、サラリ

ー7 ンの奥さんの よ うに任意でカ日入している人が

8，563人です。

年金の受給状況は、拠出年金を受けている人が

5，021人、 保 険 料 をかけ終って これから年金の受

給手続きを して いただ く人カワ，675人、 70歳以上

で無拠出の福祉年金を受 けて いる人が 5，917人と

なっていま す。

また、 以前国民年金に加入し て いたが現在他の

年金制度に加入されている人が9，455人います。

以 f-_め よ うに 、 国民年金の加入者数を見ると、

rli民の約44%の 人が国民年金と つ ながりを持って

いることヵ、わかります。

11月は 、老齢年金が受 けられます。 また、福祉

年金も 希望 すれば、 12月期の年金が繰り上げて受

けられます。

l上l民年金につ い ての お問合せは、国保年金諜年

全1系へおた ずね くださ い (宮 @4100内線 284有 線

2-0711) 

その③

N … 加入者などの状況~…

音日

市営住宅使用料、同和住宅新築資金等貸付金および下水

道負担金については未納の防止を図るとともに、滞納者に

ついては催告等を強化 して早期回収に努力されたい。

なお、調定額等のは握は正確を期されたい。

吾JL
日又建

資
者
苦
悩
処
刑
時
要
綱
に
も
と
つ
〈
、
昔

前
処
即
日
妥
口
、
一
さ
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ゼ

場
て
あ

〉
せ

ι処
用
を
し
て
い
ま
「

局道7.k 

工事現場監査について

農政関係12か所、建設関係15か所、水道関係 2か所の工

事実施状況は、いずれも設計書どおり期限内に完成したこ

とを現地において確認し、これに対して特に指摘すべ き事

項はなか った。

入
山
γ
L
事
を
わ
-7
時
以
、
そ
の
d
p
在

納
得
ゆ
く
ま
で
f
M
L

へZ
》

h
J

ウ

e
，

t

購

入

捉

約

}
b
b・4
る

4
・1
4

門

， t 



上回

人てす。

ーマン

8，563 

年金

5，021 ) 

絵手続き

で無拠H

なってし

11.こ、

年金制E

以上6

市民的4

いるこ〈

11月l

年金も 4

'tらh

lfll~ j 

全保へ 4

2 '07] 

可燃性危

It.l: j!i、

レ一、食

物カ・多く

ニtL~") 

f日lはた く

や{攻防 }j

I也gi

器が倒t

tL出た

それ:か

て火災

①可燃

しやす L

をえす

うしま

②可燃

なL、よ

③可燃

有無を

クフ
地震

t 第 754

費
者
苦
情
処
理
要
綱
に
も
と
づ
く
、

苦

情
処
理
委
員
会
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立

坊
で
あ
3

せ
ん
処
理
を
し
て
い
ま
す
〉

消
品
川
者

の
皆
さ
ん
も
、
後
日

の
ト
ラ

ブ
ル
を
さ
け
る
た
め
、
高
額
商
品
の
購

入
や
工
事
を
行
、っ
時
は
、
そ

の
村
容
を

納
得
ゆ

く
ま

で

話

し

合

た

う
え
で
、

購
入

(
契
約
)
を
す
る
よ

っ
創
刊
償
づ
け

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

諜 生活係であっせんしま に t附1<)0円

か
か
1

レ
こ
い

消
費
者
に
な
ろ
う
4

だ一一(21協jt品翌日) 第 754号、

の53年「あかるい生活の家ut. r奇d を，h/

です 。 代金をそえて~，I_ r~ ，-ql 込ん~ I 

だきし、。 ('，必話の申込みは受 (Jません

毎年針J干の貯苔附強中央 ~H 会党1

暮 しの中に家計簿を
く市民課であっせんl冊190円〉

訪
問
販
売
や
催
眠
商
法
に
注
意

2
、
製
造
年
月
日
を
明
確
に
表
示
す
る

3
、
品
質
保
証
期
間
を
表
示
す
る
。

4
‘
保
管
上
の
注
意
お
よ
び
調
埋
十
刀
法

を
表
示
す
る
。

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
に
限
ら
ず

油
で
掲
げ
た
も
の
、
例
え
は

「
ポ
テ
ト

チ

ノ
プ
ス
」
「
あ
ら
れ
」

「
せ
ん
ぺ
い
L

な
ど
は
、
油
の
酸
化
に
よ
る
食
中
毒
か

心
配
さ
れ
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
製
造

年
月
日
の
新
し
い
も
の
を
選
ふ
と
と
も

に
、
庖
の
管
理
状
況
な
ど
に
も
目
を
く

ば
る
購
入
態
度
が
必
要
で
し
ょ
う

2

数
年
前
か
ら
、
市
内
の
公
会
堂
、
ホ

テ
ル
な
ど
を
利
用
し
た
、
出
張
販
売
に

よ
る
催
眠
商
法
に
乗
せ
ら
れ
て
高
い
商

品
を
買
わ
与
れ
た
経
験
を
お
持
ち
の
方

は
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

商
品
を
販
売
す
る
に
あ
た

っ
て
、
巧

み
な
話
し
と
、
最
品
の
気
前
よ
さ
に
つ

い
つ
ら
れ
、
そ
の
場
の
ふ
ん
い
気
で
相

手
の
思
う
つ
ぼ
に
ま
ん
ま
と
乗
せ
ら
れ

て
し
ま
い
、
あ
と
で
思
い
あ
ま

っ
て
苦

情
を
持
ち
込
む
方
が
目
だ

っ
て
い
ま
す
。

現
在
も
「
つ
い
だ
ま
さ
れ
て
し
ま
う
」

消
費
者
が
多
く
、
消
費
者
の
知
識
も
ま

だ
ま
だ
と
い

っ
た
感
し
て
す
。

こ
う
し
た
立
場
の
消
費
者
を
守
る
た

め
、
法
律
や
条
例
、
規
則
な
ど
で
、
販

売
方
法
の
規
制
や
取
締
り
を
し
て
い
ま

す
が
、
消
費
者
側

に
す
き
が
あ
れ
ば
防

ぐ
こ
と
は
困
難
で
す
。

お
互
い
が
「
か

し
こ
い
消
費
者
」
に
な
り
、
悪
徳
商
法

を
許
さ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

「
良
い
も
の
を
安
く
買
う
」
こ
と
が

か
し
こ
い
消
費
者
の
基
本
原
則

に
た

っ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
よ
り
多
く
の

消
費
者
と
情
報
交
換
を
は
か
り
、

地
域

の
消
費
者
み
ん
な
が
良
い
口
聞
を
安
く
買

え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

-
H
H
催
眠

(
S
F
)
商
法
と

は

1
1

新
製
品
普
及
会
と
か

、
健
康
講
話
な

ど
と
称
し
て
、
公
会
堂
、
ホ
テ
ル
な
ど

に
消
費
者
を
集
め
、
特
殊
な
ふ
ん
い
気

の
中
で

一
種

の
催
眠
状
態
に
し
て
商
品

を
買
わ
せ
る
・
阿
法
て
す
。

ご
存
知
で
す
か

「
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
」
の

表
示
が
変
わ
り
ま
し
た

八
月

一
日
か
ら

「
食
品
衛
生
法
」
の

改
正
に
よ
り
、
イ

ン
ス
タ

ン
ト
ラ
ー
メ

ン
の
う
ち

H

油
で
防
げ
て
あ
る
め
ん
H

の
表
ぷ
か
次
の
よ
う
に
義
務

づ
け
ら
れ

ま
し
た
。

ー
、
品
名
に
は
、
必
す
「
油
揚
げ
麺
(
め

ん
ど
の
表
示
を
す
る
。

市民課生活係へ

(ft③4100内線276)

苦情相談は

お早目に

えつーベ5)ー一一一昭和52年11月1日 広報

10 月 9月
商品名 !ji i立

グ九己<低fil!i+'小~ 'J1U4 上f白手J川IJ持、 'J-ltAi土fdtlJi枠IJキ、

D P E 1 f文 35円 60円 60同

コ ー ヒー l 林 180円 250円 250円

生 、、 カ主 100 g 50円 100内 100同 l

スライ ス豚屑肉 100 g 98向 138円 138円

キ ャベツ 100 g 10円 14円 18円 l

三 寸人勢 100 g 14円 20円 20円

フルータイヤ25 1.66kg 580円 600lIJ 600同

粉せ っ け ん 3 kg 750円 750円 750問

紳と黒皮 靴 合成底 3，800円 6，000問 6，000同

アクリル毛布
140 x 2200 

4，000同 6，000円 6，000円州川ウ カロ

ワイ J ヤ ソ白 ボリ約エ1ヌテノレ3655%% 980円 2.300円 2，300円

婦人セ ー ター ア ア℃リ JL 6355% % 980円 3，300円 3，000円

ベ ニ ヤ牧 」2t-LX8}、こ
390円7mm 

救 ノ"泊ロ、 九 ゴ勺ド68キ¥1 380円 380円 380円

上田市消費物資等動向調査

口
問
物
を
買

っ
た
ら
欠
陥
が
あ

っ
た、

食
品
に
不
純
物
が
混
じ

っ
て
い
た
、
腐

敗
し
て
い
た
、
な
ど

の
経
験
を
お
持
ち

の
人
が
以
外
に
多
い
よ
う

で
す
。

安
い
も
の
だ
か
ら
、
知

っ
て

い
る
円

だ
か
ら
な
ど

の
理
由
で
た
ま

っ
て

い
る

よ
う
で
す
か

、
こ
ん
な
と
き
ち
ょ

っ
と

勇
気
を
だ
し
て

「
苦
情
相
談
」
を
受
け

て
み
ま
せ
ん
か
、
市
民
課
生
活
係
(
宮
@

四

一
O
O
内
線
二
七
六

)
が
気
軽
に

こ

相
談
に
応
し
ま
す
。
ま
た
、
上
回
市
消

課〉民く市
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、SF

生活展開催J

ところーほていや百貨庖

5階催 し場

i かせなし、さまざ まな問題が投げかけ

ヘれ、見直しが求め られています。

このような環境の中でどうすれ ば、

「明るく健康なく らし」ができるカ、

をみんなで考え ていただくよう「み

んなの生活展」が企画されました。

なお、今年は、松本市、飯田市、

岡谷市でも開催され、岡谷市では 3

日間で約 3，000人の方が来場さ れ熱

心に見学していま した。

時

日ヵ、

主暑で

資源

、家

公害、

大す

ック

きな

ーわ
~ 

こ欠
にぎわった他の会場

「サカナ」 ・・・・・・

マムタを考える。買い過きてはいませんか

マ千作 1)弁当とオヤツー・・・・

マ200カイ リと

沼産車E盟国
マ長11っておきたいマーク。こんな表ノjくがほしい・・・・

マ ゴミ処単にはこんなにお金が・・

マ米側は安いか 1~ 小 、か ・.....

マイ子成j先庁1]によ るおむつかぶれ・

it・力、ぺ 、くつ、なべ、 かま、その他身近

な京!正川品、間ヰiな"正気製A11!などの修±聖

十II ， i~; ~. '_ますので お持ちください。

マ新幹線とわたくしたちのくらし ……

マ I~' .s ]11 r 1:と糖以病、 肥11iti食・・

マくらしのなかの工夫(リフォーム)一

他多 くのものが展ノJ¥されています。

-~ (J) 1m 

マ 1日400Plのこんだて・・

このほかにも保存食、薬草、など身近な問題

を取リ扱った展ノ]~ 品カ、多数あ りますので大勢の

皆さんが観覧されるようお待ちしています。

主催=長野県。上田市。 協賛=小県郡下各町

村、消賢者連絡協議会 (30同体) 推進団体=

民業内二年会議、ずj二年会議所、販売士会、薬剤師

会、中部屯ブJ、消r1i物資等監悦.t-i会ウ

量 墨 翠 ・
飲物のギi色料の調へJ;
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みんなで暮しを

えつーベ7トー一一一昭和152~1'. 1l 月 1 日 広報

見

生「みんなの

生活展はみんなの力で開催

どこときー11 月 25 日 ~ 28 日

午前10時~午後5時

hせ Z

!Iりt1.、

この よ

"，" "J.与

をみ八

ん広 め

与 ~;

両e-有

臼笥て

、々二 男

「みんなの生活展」が、 11月25白か

ら28日まで、ほていや 5階催 し場で

開催されます 低経湾成長下、資源

は有限、物価の抑制、化学物資、家

庭雑排水による水質汚濁、食正公害、

一般家庭及び産業廃棄物など増大す

るゴミ処理、なかてもプラス チ Jク

廃棄物の処理は、社会的にも 大き な

問題になっています このよ うに わ a

たく したちの周囲には日常生活に欠

，fJ
色、，、，、，、，、
』，、4
3
z

，、J
Z

上田市の「みんなの生活展」は計画から運営までを地域

のみなさんにこ協力をいただいてすすめています。

-E歪彊彊-園1111111II111111I11I11I1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

色 t<>

200カイリ

色
…
/
、

・
び

J
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卓食

ヘ
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相談、

談、 fillt長f!lil炎、

'i~'11Ifi薬グ)点険

相談 (26、27

日の 2日間 )

j目代名-苫↑17

'Jモj円本tl

など身近な間

題についてこ相談に応じます。

なお1[1;1人の柑密は厳守します。

EE霊霊童E圏
マ不用品なと f↑J価の 3割(100円均一)で即売

可
判
必
一
ん
い

「手作リ

有袋持培リが

ン ゴの試食、即売。

マ粉イ1けん、千11:リ

化粧品なと"の展ぷ

!!I]グ己

マ千軒に できる「手作りおやつ」

弁当」

マ無袋、

今年は世界的な 200カイリ魚、業専管水域の設定で、

春以来、魚、の急激な1t!l上がリが続きました。

オイルハニ ッ クに次 〈 魚川ニ 〆 クて私達の食 I~Lから

も魚の数が;，削ました。 しかし、オイルハニ ソクては :

業者の売りおしみもさることなヵ、ら問者の買いだめ ;

がすさまじ く、その値上ヵ、1)にい っそうJ自II(をかけて !

しま L、ました。

魚介頬については、アメリカ 200カイリ内 ての スヮ ;

イ蟹の全面捕獲禁止、鯨の捕獲量も前年の半分に押え !

られ、重要な蛋白源である海洋資源についてはきびし i 
い状況が続いています。反目、長〈続いた高度成長の {

影響で魚にたいする消費者のし好カ¥大衆魚から高級 !

魚、へと移行しています。 200カイリ問題以来、大衆魚 i
を見直す運動かすすめられていますが、まだまだしゅ ! 
うぶんに浸透していないようです。経済不況ヵ、続くな i
かで家計への53縛も無視できません。 !

このさい、重要な栄養源である大衆魚、を見直し、生 {

活防衛に役立てる知恵も大事にしたいものです o I 
<><1<><><>但〉但:::><>-0.占信2呪〉拭~司~申士、0><><><'<><.ヤ .'"-l<叫 E 

句旬月句 5日(火) 産直 i 
イ[ノ巻Lt(必 「生の子持ちたら j ! 

句70円 ，~\j、民、スーバー農協でお求めください j1匹
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消
品
H
V
引
か
・
川
、
寸

'r
は
、
何
を
似
拠
ド

し
と
附
凶
作

K
小
な
の
か
わ
か
ん
な
い
γ

と

地
域
合
体
山
J

場
J
U
K

胞
に
入
れ
た
党

行
態
度
か
消
費
者

か
ら
ボ
め
ら
れ
て
い

t:一一(貯益義援協) 第 754号』一(9)ー一一一昭和52年11月1日 広報

第

一
回

え

全市民のスポーツ参加を願い

スポーツ
上田市民の集い聞く

巴白即\\'，Î\~郎総

市内の各体協、団体が勢ぞろ い

つ

十
月
八
日
、
市
民
会
館
に
約
八
百
名

の
市
民
が
参
加
し
て

「
第
一
回
ス
ポ
ー

ツ
市
民
の
作
用
い

」
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
い
は
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

市
民
総
合
体
育
大
会
を
更
に
盛
り
あ
げ

市
民
総
参
加
の
大
会
に
す
る
と
と
も
に

米
年
、
長
野
県
下
で
行
わ
れ
る
「
や
ま

び
こ
国
体
」
を
市
民
の
皆
さ
ん
の
嵯
い

心
と
、
こ
協
力
を
得
て
成
功
さ
せ
よ
う

と
聞
か
れ
ま
し
た
。

て

」
の
集
会
で
は
、
市
体
育
協
会
長
、

来
賓
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
体
育
の
振
興

発
展
に
功
績
の
あ

っ
た
、
中
沢
恒
夫
さ

ん
(
上
回
庭
球
ク
ラ
ブ
)
、
小
林
明
夫

さ
ん

(
上
回
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

)
、
金
井

良
則
さ
ん

(
上
回
陸
上
競
技
協
会
)
な

ど
十
四
名
の
皆
さ
ん
を
「
体
育
功
労
者
」

と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
上

田
市
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
協
会
、
少
林
寺
挙
法
、
居
合
道

の
実
技
と
ル

l
ル
な
ど
の
紹
介
、
プ
ロ

ス
キ
ー
ヤ
ー
杉
山
進
さ
ん
の

「
生
活
の

中
に
ス
ポ

ー
ツ
を
」
の
講
演
が
行
わ
れ

な
ご
や
か
な
な
か
に
も
ス
ポ
ー
ツ
の
集

い
ら
し
く
若
々
し
い
ふ
ん
い
気
に
つ
つ

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

司r4‘~Å'

先
川

i
し

一
い
大
手
r
、
、
山
科
寸

人
を
引
手
つ
け
よ
っ
と
多

〈
体
育
功
労
表
彰
者
〉

中
沢
恒
夫
さ
ん

(上
回
庭
球
ク
ラ
ブ

)

野
村
昌
次
さ
ん

(
長
野
県
軟
式
野
球
連

盟
)
、

茅

野

清

さ

ん

(
上
回
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ

・
上
回
陸
上
競
技
協
会
)
、
小

林
明
夫
さ
ん

(
上
田
ス
キ

l
ク
ラ
ブ

)

金
井
良
則
さ
ん
(
上
田
陸
上
競
技
協
会
)

青
島
正
利
さ
ん
(
上
回
ア
マ
チ
ュ
ア
ボ

ク
シ
ン
グ
協
会

)
、
小
林
英
次
郎
さ
ん

(長
野
県
銃
剣
道
連
盟
上
回
支
部

)
、

市
場
忠
男
さ
ん

(
上
回
弓
道
会
)
、
横

山
二
男
さ
ん

(
上
回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
)
、
保
坂
憲
男
さ
ん

(
上
回
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
)
、
横
関
正
利
さ
ん

回
中
淳
夫
さ
ん

(
以
上
、
上
回
剣
道
連

盟
)
、
花
岡
和
儀
さ
ん
、

小
林
哲
三
さ

ん
(
以
上
、
臼
年
度
全
日
本
社
会
人
軟

式
庭
球
選
手
権
大
会
優
勝
者
)

西川体育協会長仁左Jか ら表彰 を受ける体育功労者

も

道剣市田上る

時』

せみ

?

一一実

団

範

年
模

少
な
ツ

と

一

ご
ボ

み

ス
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お知もせポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

えつ

風
し
ん
の
流
行
に
よ
り
延
期
し
て
い

報

た、

小
児
マ
ヒ
予
防
の
「
ポ
リ
オ
生
ワ

広

ク
チ
ン
」
の
投
与
を
、
十
一
月
四
日
幽

一

か
ら
十
二
月
二
十
三
日
幽
ま
で
実
施
し

一

ま
す
。

鈎

対

象

者

は

、

五

十

一

年

一

月

一

日

か

間
働
ら
五
十
二
年
六
月
三
十
日
ま
で
に
生
れ

溢
た
乳
児
。
接
種
目
に
満
四
歳
以
下
で
、

駅

二

回

(

初

回

、

追

加
)
投
与
を
受
け
て

一

い

な
い
幼
児
で
す
。

一

対

象
者
に
は
、
保
健
予
防
課
か
ら
通

一

知

し

ま

す

の
で
、
必
ず
通
知
さ
れ
た
日

一

時

、
場
所
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

号
都
合
に
よ
り
通
知
日
に
受
診
で
き
な

仰

い
人
は
、
保
健
予
防
課
保
健
係
ま
で
連

第
位
和
し
て
く
だ
さ
い
。

d

ハ
お
問
合
せ
〉

754号』

b妓
'ノi、九

~みを〉

雪宅を

10月9目、市民の森で「こどもまつ

り」が行われました。子供飛行機大会

:には、約 100名が参加、自作飛行機の

:滞空時聞を競いました。

投
与
を
再
開

保
健
予
防
課
保
健
係

(
宮
@
四

一
O

O
内
線
二
八
九
)

市
営
住
宅
岩
門
団
地
の
入
居
者
を
、

次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
希
望
者

は
早
目
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
資
格

1
マ
市
内
に
住
ん
で
い
る
か

勤
め
先
き
の
あ
る
人
で
、
住
宅
に
困

っ
て
い
る
人
。
マ

同
居
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
人
。

マ
公
営
住
宅
入
居
基
準
に
該
当
す
る

人
(
例
、
扶
養
親
族
一
人
の
場
合
、

平
均
月
収
十
二
刀
一
千
八
百
三
十
三

込
ん
で
く
だ
さ
い

。

対
象
者

i
肢
体
不
自
由
の
た
め
受
診
の

機
会
が
少
な
い
人
で
、
お
お
む
ね
六

円
以
上
十
六
万
二
千
百
六
十
六
円
以

下
)

対
象
住
宅

l
市
営
住
宅
岩
門
団
地
十
一

一戸。

家

賃

1
第
一
種
住
宅
二
万
円
前
後
。

申
込
先
・
期
日

1
十
一
月
十
五
日
附

か
ら
十
一
月
二
十
二
日

ωま
で
に
、

管
理
課
住
宅
係
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ

抽
選
日

・
場
所

l
十
一
月
三
十
日
附
午

前
九
時
か
ら
市
役
所
六
階
会
議
室。

お
問
合
せ

1
管
理
課
住
宅
係

(
宮
@
四

一
O
O
内
線
三
四
五
有
線
②

O
七
三

一

)復
十
字
シ

l
ル
運
動
は
、
世
界
六
十

数
か
国
が

「
結
核
患
者
ゼ
ロ
を
目
標
」

に
国
際
的
な
運
動
と
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
復
十
字
の
か
キ
H

は
、
結
核
予
防

を
示
す
世
界
共
通
の
マ

ー
ク
を
意
味
し

ま
す
。

こ
の
募
金
運
動
は
、
当
市
で
も
皆
さ

ん
の
暖
か
い
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
特
に
自

治
会
、
衛
生
推
進
協
議
会
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
結
核
予
防
婦
人
会
、
日
赤

奉
仕
団
な
ど
と
推
進
し
て
行
い
ま
す
。

現
在
、
暖
か
い
ご
協
力
を
い
た
だ
き

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

厚
意
に
よ
る
募
金
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
車

受
診
人
数
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
定
数
に
達
し
次
第
締
切
リ
ま
す
。

の
購
入
、
最
新
鋭
の
カ
メ
ラ
な
ど
結
核

予
防
の
た
め
に
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
こ
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
復
十
字
シ

l
ル
募
金
運

動
に
暖
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

〈お
問
合
せ
〉

上
回
保
健
所
(
宮
@
=
二
ハ

O
)
保

健

-v防
課
保
健
係
(
宮
@
四
一

O
O
内

線
二
八
九
有
線
②

O
七

二

二

第
十
七
回
老
人
作
品
展
示
会
が
、
十

一
月
九
日
側
、
十
日
附
に
、
市
民
会
館

で
聞
か
れ
ま
す
。

展
示
作
品
は
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん

が
、
日
頃
か
ら
心
を
こ
め
て
作

っ
た
手

づ
く
り
の
味
が
い

っ
ぱ
い
の
作
品
ば
か

り
で
す
。

ま
た
、
農
作
物
、
手
芸
品
な
ど
の
即

売
も
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
多
数
ご

観
覧
く
だ
さ
い
。

と

き

1
十

一
月
九
日
附
午
前
九
時
三

十
分
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
。
同
十

日
附
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
同
十
二

時
。

と
こ
ろ

l
上
田
市
民
会
館

即

売

1
十
一
月
十
日
同
午
前
十
二
時

か
ら

主

催

l
上
田
市
福
寿
ク
ラ
ブ
迎
合
会

上
回
市
社
会
福
祉
協
議
会
。

上
田
市

福
祉
事
務
所
。

対
象
者

1
三
十
五
歳
以
上
の
男
女
い
か
原

刷
で
す
が
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

酒
を
の
み
す
ぎ
て
体
を
こ
わ
し
た
。

酒
で
失
敗
し
多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け

た
な
ど
で
「
酒
が
や
め
ら
れ
た
ら
」
と

考
え
て
い
る
皆
き
ん
、
一
度
、
次
の
断
酒

会
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
禁
酒
で
き
た

先
輩
の
体
験
談
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。

と
き
・
と
こ
ろ

l
毎
週
木
曜
日
午
後
七

時
か
ら
、
上
回
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ

お
閉
会
せ

l
保
健
予
防
課
保
健
相
談
室

(
宮
@
四

一
O
O
内
線
二
九

O
)

同三宮
石油ストーブ

ついていますか

自動消火装置

お宅の

灯
油
な
ど
の
液
体
燃
料
を
使
う
移

動
式
ス
ト
ー
ブ
は
、
十
一
月
一
日
か

'
ら
耐
震
自
動
消
火
装
置
か
、
自
動
燃

一
料
供
給
停
止
装
置
が
つ
い
て
い
な
い

』
と
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

-

も
う
一
度
お
{
も
の
ス
ト
ー
ブ
を
点

検
し
、
こ
の
冬
に
備
、
え
ま
し
ょ
う
。

参
加
料

l
日
人
五
百
円

(
テ
キ
ス
ト
代

は
別
)
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い
人
は
、
保
健
予
防
課
保
健
係
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い

ハ
ド
担
閉
会
せ
〉

仁
~Rd

第同
切

明
“
相
個

間
例
市
は
、
在
宅
の
重
度
身
体
障
害
者
の

議
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
医
師
な
ど
を
派
遣

岬
明
し
て
自
宅
で
診
察
を
行
い
ま
す
の
で
、

一

対

象
希
望
者
は
次
に
よ
り
早
目
に
申

サ
んえ

老人のための ) 

明るいまちだより}

つ一(11)~一一昭和52年11 月 1 日 広 報

身体障害者宅を

訪問診察

く早目に申込みを〉

人
(
例
、
扶
養
親
族
一
人

の
場
合

平
鈎
月
収
十
一
万
一
千
八
百
三
十

込
ん
で
く
だ
さ
い

。

対
象
者

l
肢
体
不
自
由

の
た
め
受
診
の

機
会
が
少
な
い
人
で
、
お
お
む
ね
六

十
歳
以
下
の
人
。

診
察
項
目

l
身
障
手
帳
、
福
祉
手
当
、

障
害
年
金
お
よ
び
程
度
変
更
な
ど
の

診
断
書
作
成
の
た
め
の
診
察
。

補
装
具
の
判
定
書
作
成
の
た
め
の

診
察
。

申
込
先
・
期
日
・
お
問
合
せ

l
福
祉
事

務
所
福
祉
課

へ
十
一
月
十
五
日

ωま

で
に
申
込
ん
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。
(
宮
@
四
一

O
O内
線
三
七
三
)

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
か
ら
の

ご

厚
意
に
よ
る
募
金
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
車

受
診
人
数
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
定
数
に
達
し
次
第
締
切
り
ま
す
。

働
き
ざ
か
り
の
人
た
ち
に
と

っ
て
、

健
康
管
理
と
体
力
づ
く
り
は
重
要
な
こ

と
で
す
。

い
つ
ま
で
も
若
く
、
健
康
で
す
ご
せ

る
よ
う
、
気
軽
に
「
中
高
年
ス
ポ
ー
ツ

教
室
」
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

2 

老
人
を
い
た
わ
り
大
切
に
す
る
。

老
人
の
能
力
を
生
か
し
、
生
き
が
い
を
高
め
る
。

老
人
と
心
が
か
よ
う
ま
ち
づ
く
り
。

3 !事奏家安秀樹

朝
夕
の
冷
い
え
込
み
が
め
っ
き
り
厳
し

く
な
り
ま
し
た
が
、
健
康
に
注
意
し

て
、
明
る
い
ま
ち
推
進
事
業
に
み
ん

な
進
ん
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

市
福
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
樋
口
三
子
男

(
推
進
協
議
会
委
員
)

10 
日

マ

老

人

福
祉

セ

ン
タ
ー

文

化

祭

l
ロ
日

・
日
日

〈
各
地
の
行
事
〉

マ

上

田

市

公

民

館

l
老

人

大

学

教

養

講

座

同

大

会
。

中

通

学

区

域

ス

ポ

ー

ツ

教

室

マ

上

野

が

丘

公

民

館

1
神

科

地

区

老

人

ク

ラ

ブ

幹
部
研
修
会

(n日
幻

日

マ

城

南

公

民

館

1
川

辺

地
区

教

養

講

座
。

マ

塩

田

公

民

館

1
老

人

大

学

(
2
日

)

富

士

山

地
区

(

東

前

山

、
上
本
郷
、
奈
良
尾
)
学
習
会

マ
川

西

公

民

館

l
寿
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
盆
栽
、

押

絵

講

習

会

、

講

演

会
。

上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
。
上
田
市

福
祉
事
務
所
。

対
象
者

l
三
十
五
歳
以
上
の
男
女
が
原

則
で
す
が
、
ど
る
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

と

き

1
十
一
月
十
日
同
・
十
七
日
附

二
十
四
日
閥
、
い
ず
れ
も
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
。

と
こ
ろ

l
上
田
市
民
体
育
館

内

容

1
議
議

「
運
動
と
健
康
に
つ
い

て
」
「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
に
つ

い
て
」
な
ど
。

実
技
「
体
力
向
上
の
た
め
の
軽
体

操
」
「
軽
ス
ポ
ー
ツ
的
体
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」
「
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
ゲ

ー
ム
・
ダ
ン
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
」

二
週
間
の
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
な

レ」
。体

力
テ
ス
ト

l
こ
の
内
容
を
受
講

す
る
と
公
認
休
カ
テ
ス
ト
判
定
員
の

資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

灯油プロパン情報協力庖価格
(11月 5日以降)
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|プロ パン 5 m' い，709円 1，750叶
販売価格に変動があった場合は「広報うえだ」でレお知らせします。

ロロ口 単 位 安 噌値 高 値

抽ι居頭 648円 684円

士丁 配達 675円 730円
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参
加
料

l
-
人
五
百
円

戸
テ
キ
ス
ト
代

は
別
)

申
込
先
・
期
日

l
十
一
月
九
日
附
ま
で

に
教
育
委
員
会
体
育
課
へ
参
加
料
を

添
え
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
(
宮
@

四

一
O
O
内
線
五
五
五
)

上
回
郵
便
局
で
は
、
今
夏
か
ら
窓
口

ホ
ー
ル
の
改
修
工
事
を
行

っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど
し
ゅ
ん
工
し
、
十
月

三
十
一
日
か
ら
原
町
通
り
の
新
窓
口
で

業
務
を
始
め
ま
し
た
。

長
い
間
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

し
た
が
、
新
窓
口
は
、
オ
ー
プ
ン
カ
ウ

ン
タ
ー
で
装
い
も
新
た
に
な
り
ま
し
た
。

「
車
い
す
」
ご
使
用
の
お
客
様
の
た
め

ス
ロ
ー
プ
も
備
、
ぇ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

時

彦

略

a
F
J
i
b
-

噛
R
J
q
資
怖
か
ぺら

~ 

発
告.... 

ヲE

五
十
三
年
の
「
お
年
玉
年
賀
は
が
き」

が
、
十
一
月
七
日
聞
か
ら
市
内
の
各
郵

便
局
で
い
っ
せ
い
に
発
売
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
早
目
に
お
求
め
く
だ
さ
い

。

お
年
玉
の
食
品
は
、
一
等
「
ラ
ジ
オ

付
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
レ
コ
ー

ダ
ー
」
。

二
等
「
腕
時
計
」

。
三
等
「
手
紙
セ

y

ト」

。
四
等
「
お
年
玉
切
手
セ
ッ
ト
」

で
す
。
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同和問題を考える|

歴σ〉
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落音B

え

江
戸
時
代
の
あ
の
き
び
し
い
身
分
社

会
も
、
一
般
国
民
の
自
覚
が
高
ま
っ
た

つ_t;， 754号 館縦脇)一一広報

(九
月
三
十
日
現
在
)

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
-

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

松
本
礼
士
口
さ
ん中

央
六

(
愛
宕
町
)
六
二

小
林
純
子
さ
ん常

磐
城
一

(
西
脇
)
三
六

田
辺
と
し
子
き
ん

常
回
二
戸
上
常
国
ゾ
六
五

こ
と
や
西
洋
諸
国
の
進
ん
だ
も
の
の
考

え
方
の
波
が
よ
せ
て
く
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
大
き
く
ゆ
ら
い
で
い
き
ま
し
た
。

差
別
か
ら
解
放
を
め
ざ
し
人
間
ら
し
い

生
き
方
を
求
め
る
動
き
は
、
し
だ
い
に

各
地
で
起
こ
り
は
じ
め
た
の
で
す
。
そ

の
一
例
と
し
て
、
百
姓
一
撲
が
方
々
で

起
こ
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
一
按
を
お
き
、
ぇ
鎮
め
る
側

に
ま
わ
さ
れ
て
い
た
部
落
の
長
吏
職
の

人
た
ち
が
、
反
対
に
一
按
に
参
加
し
は

じ
め
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
差
別
さ
れ

て
い
た
人
た
ち
が
目
ざ
め
、
差
別
か
ら

の
解
放
を
め
ざ
す
動
き
が
し
だ
い
に
高

ま
っ
て
き
ま
し
た
。

部
落
の
人
々
の
解
放
を
目
ざ
す
た
た

か
い
は
、
明
治
維
新
に
多
く
の
影
響
を

荒
井
一
男
さ
ん中

央
三

(
馬
場
町
)
八

O

上
原
佐
吉
さ
ん常

磐
城
四
(
生
塚
)
七
五

字
野
春
子
さ
ん緑

が
丘
一
(
新
屋
)
四
八

矢
島
正
身
さ
ん

天
神
四
(
北
天
神
町
)
六
五

森
山
袈
裟
吉
さ
ん

常
磐
城
三
(
諏
訪
部
)
七
二

山
岸
通
夫
さ
ん中

央
一

(
鷹
匠
町
)
三
九

成
沢
磯
次
郎
さ
ん

緑
が
丘
二

(
緑
が
丘
北
)
七
一

中
村
寿
こ
さ
ん

上

田

原

八

一

倉
石
忠
二
郎
き
ん

あ
た
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
明
治
四
年

に
太
政
官
布
告
と
し
て
だ
さ
れ
た
、
い

わ
ゆ
る
「
解
放
令
」
は
、
部
落
の
人
々

の
た
た
か
い
に
よ
る
と
こ
ろ
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
布
告
で
は
、

「
え
た
、
非
人
等
の
称
を
廃
せ
ら
れ

候
条
、
自
今
、
身
分
職
業
と
も
平
民
同

様
た
る
べ
き
こ
と
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

法
律
や
制
度
の
上
で
解
放
さ
れ
た
は
ず

の
被
差
別
部
落
が
、
今
も
差
別
さ
れ
て

い
る
の
で
す
か
ら
、
こ
の
解
放
令
も
本

当
の
解
放
に
は
役
立
っ
て
い
な
い
の
で

す
。
そ
れ
よ
り
も
か
え
っ
て
新
し
い
差

別
を
生
む
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
明
治
の
政
府
は
、
ど
ん

な
こ
と
を
し
た
か
と
い
う
と
、
元
の
大

緑
が
丘
一

宮
下
正
三
さ
ん

中
央
西
二

(下
紺
屋
町
)
四
九

竹
洲
チ
ヨ
ジ
さ
ん天

神
三
(
泉
平
)
七
七

島

田

松

次

さ

ん

千

曲

町

五

九

安

藤

フ

ヨ

さ

ん

院

内

七

四

高

原

安

治

郎

さ

ん

蛇

沢

七

O

井

上

き

だ

む

さ

ん

秋

和

九

O

中

山

善

夫

さ

ん

国

分

一
O

秋

山

マ

ト

さ

ん

下

青

木

八

六

笠
原
輝
夫
さ
ん

踏
入
ニ

(
踏
入

)
六

O

大
品
重
男
さ
ん中

央
北
二

(新
田
)
四

O

小
林
久
夫
さ
ん

(
新
屋
)
九
一

名
や
武
士
に
は
、
多
く
の
年
金
を
与
、
え

ま
た
公
債
を
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

身
分
も
、
華
族
あ
る
い
は
士
族
と
し
て

残
し
た
り
、
士
族
の
多
く
を
政
府
や
地

方
の
役
人
に
し
て
勤
め
る
場
所
を
与
え

て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
ま
で
長
吏
と
し

て
主
な
仕
事
で
あ
っ
た
笹
察
の
仕
事
を

う
ば
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

部
落
の
人
々
の
特
権
と
さ
れ
て
い
た
皮

革
や
は
き
も
の
な
ど
の
仕
事
は
、
だ
れ

も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
部
落
の

人
々
の
住
ん
で
い
た
宅
地
は
政
府
へ
返

し
、
部
落
の
人
々
は
町
や
村
を
警
備
す

る
報
酬
と
し
て
の
「
日
一
那
場
」
も
失
い

か
え
っ
て
税
金
を
納
め
さ
せ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
部
落
の
人
々
は
、
解
放
令

中
央
四

(木
町
)
三

O

児
玉
美
世
さ
ん中

央
北
一
二

(新
田
)
八
三

宮
沢
け
さ
さ
ん常

磐
城
四

(生
塚
)
八
九

平

林

利

美

さ

ん

伊

勢

山

間

七

上

野

友

広

さ

ん

半

過

六

七

清

水

喜

惣

次

さ

ん

上

塩

尻

八

三

武
井
武
子
さ
ん中

央
三
(
馬
場
町
)
五
三

飯

島

栄

雄

さ

ん

山

七

日

比

計

八

O

竹
内
勝
男
さ
ん中

央
北
二
(
新
川
)
八
川

土
屋
と
り
し
さ
ん

常
国
ニ
(
卜
寸
巾
旧
)
七
九

荒
井
四
郎
さ
ん

ヲ16日

ロマ

でーーーーーー-

図

し、

が
出
た
あ
と
も
農
家
の
臨
時
雇
い
や
家

の
中
で
の
手
仕
事
、
土
工
、
運
送
人
夫

な
ど
の
雑
業
を
や
る
よ
り
仕
方
が
な
く

ま
た
、
収
入
も
乏
し
く
、
部
落
と
よ
ば

れ
る
居
住
地
か
ら
移
る
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
部
落
の
人
々
が
、
自
由

に
も
っ
と
収
入
の
多
い
職
業
に
つ
け
る

だ
け
の
条
件
が
で
き
な
い
の
は
、
部
孫

の
人
々
に
そ
れ
だ
け
の
力
が
な
か
っ
た

の
で
な
く
、
差
別
の
た
め
に
い
つ
も
条

件
が
お
し
つ
ぶ
さ
れ
て
い
た
か
ら
な
の

で
す
。さ

ら
に
、
日
本
の
資
本
主
義
経
済
は

日
清
戦
争
の
あ
と
急
速
度
に
成
長
し
て

き
ま
し
た
。
大
資
本
が
進
出
す
る
と
、

小
さ
な
資
本
で
経
営
し
て
い
る
産
業
は

競
争
に
負
け
て
し
ま
い
ま
す
。
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岡

六

回

甘

利
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岡

七

三

山

本

喜

一

さ

ん

浦

野
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田

た
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ん

下

室

賀

八

五

柴

崎

ト

ミ

さ

ん

下

郷

六

二

関

幸

作

さ

ん

亦

坂

四

O

小

野

勝

代

さ

ん

鈴

子

六

一

宮

原

藤

三

さ

ん

柳

七

六

竹

下

正

信

さ

ん

山

八

四

合

沢

ゆ

き

い

さ

ん

大

七

七

竹

内

次

男

さ

ん

上

一

-

問

竹

下

や

す

ゐ

さ

ん

人

h

内

国

ぶ

ま

い

さ

ん
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